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断層変位フラジリティ評価において、現状では保守的に評価対象物の直下で断層変位が発生すると仮定

している。これについて、より現実的な評価とするために断層変位の作用位置に関連する不確実さを、機

器・配管系のフラジリティ評価に取り込む方法と実際のフラジリティ評価における適用性に関する検討を

行った。 
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1. まえがき 

原子力学会では、断層変位 PRA 実施基準策定を進めている。著者等も断層変位 PRA 手法開発の一環とし

て、各種定量的評価の蓄積を図っている。本報は 4編のシリーズ発表のうちの(3)機器・配管系に係る不確

実さ要因の分析・検討であり、シリーズ発表は資源エネルギー庁委託研究成果の一部をまとめたものであ

る。本報では、断層変位による機器・配管系のフラジリティ評価における構造物基礎への断層変位作用点

に係る不確実さの取り扱いについて提案する。 

2. 断層変位フラジリティ評価（機器・配管系） 

2-1. 現行のフラジリティ評価 

現行の機器・配管系に対するフラジリティ評価では、断層変位が評価対象部位に対して最も厳しくなる

場所に作用するという前提で定量化を行っている。例えば、建屋間渡り配管のフラジリティ評価では、建

屋の境界に沿って断層変位が作用することを仮定しており、結果として非常に保守的なフラジリティが得

られることになる。[1] 

2-2. フラジリティ評価における断層変位作用位置の取り扱い 

断層変位によるリスクを正しく把握するために、断層変位作用位置による影響を機器・配管系の損傷確

率の評価において適切に考慮する方法を検討した。基本的な考え方としては、断層変位はハザード評価格

子内のランダムな部位で発生するとして、評価対象の構造物基礎へ断層変位が作用する確率を評価し、断

層変位が作用することを前提とした条件付損傷確率を補正するというものである。 

上記の検討により、断層変位作用位置の影響を含めた評価手法として整理し、有効性を確認するために

従来評価を見直す形での試評価を行った。結果としてフラジリティが改善されることとなり、作用点に関

する議論は断層変位のリスク評価において無視できない影響を持つといえる。 
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